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ドライバーのみならず、広く一般市民を対象とした
社会フィードバック型情報提供システムによる
道路交通からのCO2排出削減効果の検証



CO2スコープ 仮想化空間イメージ 行動変容のススメ

道路別CO2排出量 CO2排出グラフ

生活活動情報（CO2情報）

http://www.kashiwa-smart.jp



千葉県柏市における検証結果
情報提供およびインセンティブ効果による交通行動の変容率と
CO2排出削減率を、パーソンプローブ調査等を通じて評価

ケース①
10％以上の削減効果
目標の8％を達成

ケース②、③
インセンティブにより
目標達成の可能性

単純推計 実験バイアス除去
持続性考慮

情報提供アプリの操作性改善など
今後のサービスレベル向上を考慮



モードフリー
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の融合

市民の行動変容
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移動・交通環境
の充実
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の多様化

公民学が
育てるITS
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ITS

地方都市の交通
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ストレスフリー

ITS地域研究センタ

「柏ITSスマートシティ構想」の一環として位置づける

今後の展開 (1)

総合的な枠組みによる地域交通問題の解決、経済活性化など
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今後の展開 (2)
大学主導の
継続的運営
拠点を設置

• 地域の情報拠点
• ステークホルダ連携
• 水平展開

：



波及効果創出への取り組み

 波及面から見た本研究のポイント

 一般市民を対象とした交通施策の定量評価が可能
迅速・合理的な施策決定

 クラウドベースシステム水平展開（輸出）が容易

 波及事例

 都市交通エネルギー統合
マネジメントへの適用

 データ融合による災害時の
モビリティ支援への適用




